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（図表1）慢性透析患者数の推移  
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（図表2）年別透析導入患者数  
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（図表3）年別透析導入患者の主要原疾患の推移  
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（図表4）1回当たりの透析時間の分布（週3回透析を行っている患者）  

（出典）日本透析医学会統計調査委員会調べ  
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（図表5）短時間（4時間未満）で透析が行われる患者の割合   
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診療報酬改定結果検証に係る特別調査（平成19年度調査）   

透析医療に係る改定の影響調査 結果概要（速報）  

1．目的   

・透析実施医療機関における診療実態等の把握  

・エリスロポエチン使用量の変化と患者の貧血状況等の把握  

2．調査対象   

・透析医療を実施している病院・一般診療所のうち無作為抽出した2，000施設（病院1，000   

施設、一般診療所1，000施設）。  

3．調査方法   

・医療機関が記入する自記式調査票の郵送配布・回収。  

・調査票は医療機関の診療状況等を尋ねる「様式1」と、調査日に外来透析を実施した患者   

を調査対象患者として、そのエリスロポエチン処方量と貧血状況等を尋ねる「様式2」の   

2種類の調査票を配布・回収した。  

・調査時期は平成19年7月～8月。  

4．調査項目   

・調査項目は次のとおり。  

分   主な調査項目  

・医療機関種別、開設主体   

制  ・外来透析の実施状況、夜間透析の実施状況、今後の意向  

る  ・外来透析の診療体制  

・外来透析患者数の推移、外来夜間透析患者数の推移  

・外来夜間透析時の平均透析時間・準備時間等   

ロ  

す  ・患者の貧血状況等  

応需体  

に関す  

エリス  

等に関  



5．結果概要   

（1）回収の状況  

図表1回収の状況  

有効回収数   有効回収率   

回答施設数   1，168   58．4％   

様式2に記載された患者数   24，010  

（2）施設の状況  

1）医療機関種別  

図表2 医療機関種別（n＝1，168）  

2）開設主体  

図表3 医療機関種別  

0，8  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝1，168）  

病院  
（n＝564）  

一般診療所（有床）  

（n＝223）  

一般診療所（無床）  

（n＝379）  

田圃立D公的医療機関臼社会保険関係団体日医療法人位その他の法人E＝国人口無回答   



※参考：開設主体の内訳  

厚生労働省、独立行政法人国立病院機構、国立大学法人、独立行政法人  

労働者健康福祉機構、その他（国）   

機  都道府県、市町村、地方独立行政法人、日本赤十字社、済生会、北海道  
社会事業協会、全国厚生農業協同組合連合会、国民健康保険団体連合会   

関  

組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険組合   

法  公益法人、社会福祉法人、医療生協、学校法人、会社、その他の法人   

公的医療  

社会保険  

その他の  

（3）外来透析の実施状況  

1）外来透析の実施状況  

図表4 外来透析の実施状況  

施設数  

（件）   （％）   

全体   1，168   100．0   

毎日実施している   89．8   

曜日を決めて実施している   71   6．1   

現在は実施していない（廃止・休止した）   13   1．1   

以前から実施していない   27   2．3   

その他   4   0．3   

無回答   4   0．3   

外来透析実施  

施設は1，120  

施設（95．9％）  

2）外来透析を毎日実施していない最大の理由（外来透析を、「曜日を決めて実施している」   

「現在は実施していない」「以前から実施していない」施設115施設の回答）  

図表5 外来透析を毎日実施していない最大の理由  

総   な透  保看  き士臨  な採  要患   そ   無  

数   い析    なが床  い算   回  

い確エ  が  の  答  

い  で技  れ  
医 が  保学  

取  

115   21   9   0   6   64   4  

100．0％  18．3％  7．8％  0．0％  5．2％  9．6％  55．7％  3．5％   

めて実施し   71   13   8   0   6   31   2  

100．0％  18．3％  11．3％  0．0％  8．5％  15．5％  43．7％  2．8％   

；施していな   13   3   0   0   0   0   9   

休止した）   100．0％  23．1％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  69．2％  7．7％   

実施してい   27   5   0   0   0   20   

100．0％  18．5％  3．7％  0．0％  0．0％  0．0％  74．1％  3．7％  

4   0   0   0   0   0   4   0  

100．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  100．0％  0．0％   

＊「その他」として、「外来機能を分離し、入院透析のみを実施」等があった。  

：う   



3）外来透析に関する今後の意向  

図表6 外来透析に関する今後の意向（現在の外来透析の実施状況別）  

とめ今  ・予今   無  
回  総   

考て後  定後   そ  いは  悶 臼   

幽  と毎 考日  
で  え実  す  
良   て施   る   

全体   
1，168  1，058   13   6   47   19  

100．0％  90．6％   1．5％   1．1％   0．5％   4．0％   1．6％   

毎日実施している   
1．049   986   0   5   39   8  

89．8％  84．4％   0．0％   0．9％   0．4％   3．3％   0．7％   

曜日を決めて実施し   71   50   16   0   2   2   

ている   6．1％   4．3％   1．4％   0．0％   0．1％   0．2％   0．2％   

現在は実施していな   13   9   0   0   2   

い（廃止・休止した）   1．1％   0．8％   0．0％   0．1％   0．0％   0．1％   0．2％   

以前から実施してい   27   16   0   4   5   

ない   2．3％   1．4％   0．1％   0．1％   0．0％   0．3％   0．4％   

その他   
4   2   0   0   0   

0．3％   0．2％   0．0％   0．0％   0．0％   0．1％   0．1％   

無回答   
4   3   0   0   0   0   

0．3％   0．3％   0．0％   0．0％   0．0％   0．0％   0．1％   

4）外来透析を担当する医師  

図表7 外来透析を担当する医師  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝1．120）  

病院  
（n＝520）   

一般診療所（有床）   

（∩＝222）   

一般診療所（無床）   

（n＝376）  

q透析医が必ず担当する  

口基本的に透析医が担当するが、他科と併任の医師が担当する場合がある  

日他科と併任の医師が担当する  
匂その他  

□無回答  
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5）外来透析の実施体制  

図表8 外来透析に携わるスタッフ数（実人数）と透析ベッド数（n＝681）  

平成17年  平成18年  平成19年  

6月   6月   6月  

平均値   1．95   1．98   2．02  

）常勤医師数（人）  標準偏差   1．70   1．69   1．67  

中央値   1．00   1．00   1．00   

平均値   0．93   0．95   0．96  
）（うち）透析専門医数  

標準偏差   
人）  

1．02   1．07   1．05  

中央値   1．00   1．00   1．00   

平均値   2．30   2．49   2．55  

）非常勤医師数（人）  標準偏差   3．21   3．32   3．40  

中央値   1．00   1．00   1．00   

平均値   9．67   9．70   9．60  

）常勤看護師数（人）  標準偏差   7．89   7．68   7．51  

中央値   8．00   8．00   8．00   

平均値   1．16   1．27   1．39  

）非常勤看護師数（人）  標準偏差   1．85   1．90   2．10  

中央値   0．00   1．00   1．00   

平均値   3．07   3．29   3．41  

）常勤臨床工学技士（人）           標準偏差   3．31   3．53   3．38  
中央値   2．00   3．00   3．00   
平均値   0．30   0．34   0．34  

）非常勤臨床工学技士  
標準偏差   

人）  

0．95   1．02   0．97  

中央値   0．00   0．00   0．00   

平均値   29．2   30．2   30．8  

）透析ベッド数（床）  標準偏差   20．4   20．7   21．0  

中央値   25．0   26．0   27．0   

6）外来透析患者数の推移  

図表9 外来透析患者数の推移（n＝940）  

単位：人  

平成17年  平成18年  平成19年   

4月   67．1   69．4   72．0  

平均値  5月   67．5   70、2   72．5  

6月   67．7   70．3   72．8   

4月   60．4   59．6   61．2  

標準偏差           5月   60．5   60．1   61．5  

6月   60．5   60．3   61月   

4月   53．0   56．0   59．0  

中央値  5月   53．0   57．0   59．0  

6月   53．0   57．0   60．0   

5   



（4）外来夜間透析の実施状況  

1）外来夜間透析の実施状況  

図表10 外来夜間透析の実施状況（外来透析を実施している施設における状況）  

施設数  

（件）   （％）  

外来透析実施施設全体   1，120   100．0   

以前と変わらずに毎日行っている   125   11．2   

以前と変わらずに曜日を決めて行っている   459   41．0   

行っているが、最近、縮小した   36   3．2   

以前は行っていたが、最近、廃止した   50   4．5   

以前から行っていない   442   39．5   

無回答   8   0．7   

外来夜間透析  
実施施設は620  

施設（55．4％）   

2）外来夜間透析を縮小した施設の内訳  

図表11外来夜間透析を縮小した時期（n＝36）  

施設数  

（件）   （％）   

外来夜間透析縮小施設全体   36   100．0   

平成18年3月以前   3   8．3   

平成18年4月以降   17   47．2   

無回答   16   44．4   

図表12 外来夜間透析を縮小した内容（複数回答、n＝36）  

施設数  

（件）   （％）   

外来夜間透析縮小施設全体   36   100．0   

受入れ患者数の縮小   19   52．8   

透析診療時間の短縮   6   16．7   

診療曜日の削減   6   16．7   

その他   5   13．9   

3）外来夜間透析を最近、廃止した施設の内訳  

図表13 外来夜間透析を廃止した時期（n＝50）  

施設数  

（件）   （％）   

外来夜間透析廃止施設全体   50   100．0   

平成18年3月以前   32   64．0   

平成18年4月以降   17   34．0   

無回答   2．0  



4）外来夜間透析を縮小・廃止した最大の理由  

図表14 外来夜間透析を縮小・廃止した最大の理由（n＝86）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  

夜間透析を希望する患者がいない  

採算が取れない   

透析医（透析を専門に担当する医師）がいない  

看護師が確保できない  

臨床工学技士が確保できない  

その他  

無回答  

5）外来夜間透析に関する今後の意向  

図表15 外来夜間透析に関する今後の意向（現在の外来夜間透析の実施状況別）  

総    考て今  考て今  る今   そ   無  
数   えい後  えい後  予後   の   

他   
回  
悶 臼  

との 考ま えま  
てで   とし   とし   

1，120   811   128   72   20   61   28  
100．0％  72．4％  11．4％   6．4％   1．8％   5．4％   2．5％   

と変わらずに毎日  125  86  15  17  口  6   
⊂いる   100．0％  68．8％  12．0％  13．6％   0．8％   4．8％   0．0％  

主要わらずに曜日   459   301   74   49   13   21   

わて行っている   100．0％  65．6％  16．1％  10．7％   2．8％   4．6％   0．2％   

⊂いるが、最近、   36   19   6   5   4   

した   100．0％  52．8％  2．8％  16．7％  13．9％  11．1％   2．8％   

ま行っていたが、   50   30   3   0   6   10   

、廃止した   100．0％  60．0％  6．0％   0．0％   2．0％  12．0％  20．0％   

から行っていない   
442   369   35   0   0   24   14  

100．0％  83．5％  7．9％   0．0％   0．0％   5．4％   3．2％   

8   6   0   0   0   0   2  

：堂こ Fコ  

100．0％  75．0％  0．0％   0．0％   0．0％   0．0％  25．0％   

7   



6）外来夜間透析時の患者1人に要する時間  

図表16 外来夜間透析時の患者1人に要する時間（n＝5了4）  

平均値  標準偏差  中央値   

平成18年1月時点   246．7   23．3   240  
平均透析時間  

平成19年6月時点   246．6   24．3   240   

図表17 外来夜間透析時の患者1人に要する時間（n＝574）   

（平成18年1月時点と比較して、平成19年6月時点に）  

0％ 10％  20％ 30％ 40％  50％ 60％  70％ 80％  90％ 100％  

口以前より長くなった□変わらない四以前より短くなった  

7）外来夜間透析の患者数  

図表18 外来夜間透析の患者推移（n＝551）  

単位：人  

平成17年  平成18年  平成19年   

4月   24．4   23．9   24．4  

平均値  5月   25．5   26．1   25．6  

6月   23．4   23．8   23．4   

4月   38．0   35．7   37．2  

標準偏差  5月   41．6   42．8   40．9  

6月   37．2   37，4   36．0   

4月   13．0   13．0   13．0  

中央値  5月   13．0   13．0   14．0  

6月   13．0   13．0   14．0  



（5）エリスロポエチンの使用状況（様式2の分析）  

1）1週間当たりのエリスロポエチン使用量の変化  

図表191週間当たりのエリスロポエチン処方量の変化  

（平成18年1月時点と平成19年7月時点との比較）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％   

全体  
（n＝24，010）  

山減少した□増減なし田増加した  

図表201週間当たりのエリスロポエチン使用量別 患者分布  

（平成18年1月時点と平成19年7月時点との比較）（n＝24，010）  

0％  5％  10％  15％  20％  25％  

使用なし  

1～1，500未満   

1，500～3，000未満   

3，000～4，500未満   

4，500～6，000未満   

6，000～9，000未満  

9．000～  

田平成18年1月田平成19年7月   



2）患者の貧血状況等  

図表21エリスロポエチン処方量とHb値・Ht値  

図表22 貧血患者の割合（平成柑年1月時点と平成19年了月時点）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％   

全体  
（n＝24，010）   

エリスロポエチン使用量が  
減少した患者群（n＝9．500）  

エリスロポエチン使用量増減なし   
の患者群（∩＝8，291）   

エリスロポエチン使用量が  
増加した患者群（∩＝6，219）  

田平成18年1月田平成19年7月  

10   



図表23 患者1人あたりのエリスロポエチン平均使用量が減少した理由  

（患者1人あたりのエリスロポエチン平均使用量が、平成18年3月以前と比較して  

「減少した」と回答した施設（n＝423）に対する設問：複数回答）  

0％ 10％ 20％  30％ 40％ 50％ 60％ 70％  80％ 90％ 100％  

鉄剤の使用を増やした  

検査デーータを見ながらきめ細かく   
貧血管理を行うようになった  

貧血管理の目標値を下げた  

㊤   




